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はじめに

モンゴルにとってチンギス・ハーンは民族の創造者であり、統合の象徴であ

る。今はモンゴルではないが、歴史上モンゴルと称し、モンゴルと政治的にも

文化的にもきわめて近い関係にあるウズベク族、キルギス族、カザフ族などト

ルコ系の諸集団も、チンギス・ハーンー族に出自をもつ優越クラン (白い骨)

に支配されていた。そのため、彼らもまた民族統合をチンギス・ハーンとむす

びつけることがある。

イデオロギーにそまった二十世紀において、モンゴル系諸集団は中華人民共

和国とソビエ ト連邦という二つの社会主義国に編入されたり、あるいはその衛

生国に格づけられたりした。長いあいだ「タタールのくびき」にあえいだすえ、

対外拡張に成功したロシアは、社会主義に変身したあともチンギス・ハーンを

敵視する意識は変わらなかった。チンギス・ハーンを大侵略者として位置付け

る政策は、チンギス・ハーンの子孫たるモンゴルにもその実行が強要された。

そのため、世界で二番目の社会主義国家となったモンゴル人民共和国七十年の

歴史のなかで、チンギス・ハーン評価に大きな動揺があった。チンギス・ハー

ンに対する肯定的な言論は、すべて弾圧の対象とされた。一九六二年はチンギ

ス・ハーン生誕八百周年にあたる。モンゴル国ヘンティ県タグル村はその生ま

れ故郷とされる(地図参照)。 その故郷にチンギス・ハーン記念碑をたてた政治

家がいたが、のちに暗殺されている。このような動揺は一九九〇年代の民主化

運動が起こるまでつづいた。

一方、中華人民共和国の場合は、まったく異なるチンギス 0ハ ーン評価が下

された。中・ ソ対決、さらには中・蒙対決もかさなり、中国はチンギス・ハー

ンを「中華民族の英雄」としてもちあげ、モンゴルを「中国の北方民族の一員」

と位置づけた。民族政策の一環としてうちだされた中国のチンギス・ハーン評

価は、国内のモンゴル族を懐柔するためであったことはいうまでもない。

中国は現在、国内の五十いくつもの民族を統括して「中華民族」と定義づけ

ようとしている (費孝通 1989:1-19)。 アンダーソンの説にしたがえば (ア ン

ダーソン 1994)、 いわゆる「中華民族」とはまさに「想像の共同体」にすぎな

い。当然、チンギス・ハーンも「想像の共同体」の枠組みを打破する存在になっ

てはならない。そのため、九十年代以降に相互交流が増えた内モンゴル自治区

とモンゴル国のモンゴル族に対し、中国の警戒はゆるんでいない。
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ロシアと同じように、漢族も元朝のときにモンゴルの支配を経験した。その

ためではなかろうが、従来、社会主義中国におけるチンギス・ハーン研究、モ

ンゴル研究は、決して広い視野に立脚したものではなかった。モンゴルの活動

した地域は広 く、複数の言語資料の駆使が欠かせない。にもかかわらず、中国

のチンギス・ハーン研究は、漢文を玩賞する文人の自己満足の域を出るものは

少ない。漢族研究者は、モンゴル文資料をよもうとする努力すらしなかった。

当のモンゴル族の場合は、事情が違う。内モンゴル自治区のモンゴル人研究

者たちは、外国の研究者たちと自由に交流できないという制約をうけながらも、

長いあいだ辛抱づよく地道な研究活動をつづけてきた。外部の資料が手に入ら

ないという不禾Jな点を、かれらは域内での実地調査の徹底 とモンゴル文年代記

の研究に集中することでおぎなおうとした。このような努力は大きな成果をう

み、世界のモンゴル研究に寄与している。

モンゴルにはまた学問研究を盛んにする土壌がある。人があつまれば、日常

の出来事や過去の伝間をくりかえし語 りあう習慣がモンゴルにある。語るとき

に格言や典籍のことばを加えて韻文化したりする。とりあげられた話題は、場

合によっては歌謡としても広まる。かくして叙事詩が誕生し、年代記が生まれ

る。文字化された年代記はさまざまな手写本に変化して広 くよまれ、ひとつの

共通の認識として定着していき、巨大な思想になる。

なぜ、これほど学術研究に関心が高いのか。それにはつぎのような背景が考

えられよう。中国はチンギス・ハーンを「中華民族の英雄」と評価しながらも、
モンゴル族の伝統文化の発展には制約をもうけてきた。伝統文化の維持は民族

主義につながるとの視点で、遊牧民を定住させ、同化・融合を積極的にすすめ

てきた。伝統文化が目にみえるかたちで維持できなくなったときに、人びとは

それを「活字化された過去」、すなわち各種雑誌や新聞に求めているのではなか

ろうか。

学術研究の成果がさまざまなルー トをとおしてすぐに民族全体に伝わるの

も、モンゴルの特徴のひとつである。たとえば、内モンゴル社会科学院が編集

発行している『内モンゴル社会科学』という学術誌を定期購読しているモンゴ

ル人牧民が非常に多い。その他にも、各大学、各行政機関が発行する雑誌、新

聞の読者も多数存在する。これは私が以前にも指摘した、学問をこのむモンゴ

ルの風土のひとつである (楊 1998:3;1999a:488)。 研究者たちは新たな発

見を求めて現地に入り、被調査者側は伝統文化の活字化を望む。両者の願望が

統合して、民族文化の復興 という新しい現象がおこる。
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本研究は上述の背景のもと、近年の学術研究の新しい成果がいかに一般の人

びとに理解され、同時に人びとの反応がふたたび学界にどのような反射作用を

およぼしているかを紹介する。学術成果の消化と深化の一環として、文化復興

運動がある。文化復興運動は学術研究の成果を理論的な武器とする。新しい文

化はさらに学界の関心を引く。このような相互作用的な現象を、内モンゴル自

治区西部、オルドスの事例をとおして報告する。

一、チンギス・ハーン昇天の地とその祭殿の起源

内モンゴル自治区中部から西部にかけて横たわる山脈をモンゴル人はムナン

山 (Mun― a― yin aγul一a陰山)と よぶ。ムナン山の南、黄河の大湾曲地帯内は

オルドスである。平均標高約一五〇〇メー トルのオルドス高原の北西部にアル

ブス(Arbus)山 地があり、その最高峰ウランデシは標高約二一四九メー トルに

達する。オルドスから黄河を西に渡れば、寧夏回族自治区に入る。オルドス西

部と寧夏は西夏ことタングー トの故地で、首府銀川市付近に西夏の都、興慶府

があった (地図参照)。 一三二七年八月、西夏征服を最後に、チンギス・ハーン

は昇天する。逝去した具体的な地点については諸説があるが、アルブス山周辺

もその最後の活動地域としてみられている。生涯最後の活動地域に関する新し

い論考を紹介し、葬送儀礼と関連させてチンギス・ハーン祭殿の起源を検討す

る。
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1.1 年代記の記述

まず、チンギス・ハーン最後の活動となる西夏征服 と、逝去に関する年代記

の記述を整理しておこう。

Fモ ンゴル秘史』第 265節 (Eldengtei&Ardttab 1986:880)に はつぎの

ようにある。

Noqai Jil namur ёinggiS Qaγ an Tangγud irgen― dtlr morilaba:qatun―daこa Yisui

戌年の秋、チンギス・ハーンはタングートの民を征服しに出陣した。諸妃のなかからイェスゥイ

Qatun― i abこu odba:Jaγ ur―a6bill Ar Buq― a―yin olon qulad― i abalabasu・・̈・・こOγurqad

妃を随伴させた。途中、冬にアルブハで多数の野生ロバを狩 り……チョールハ ト

baγuba.

に駐営した。

また、第 268節 (Eldengtei&ArdaJab 1986:890)で は以下のように述べ

ている。

γaqai Jilこ inggiS Qaγ an tngn― dtlr γarba

亥年にチンギス・ハーン天に昇りたり。

一方、ロブサンダンジンの『黄金史』第 267節ではつぎのように書いている

(LubsangdanJin 1990:126-127)。

・・・・̈ulaγ aこin γaqai Jil― dtlr Jiran Jirγuγ an nasun― tur―iyan doluγ an sarayin arban

……丁亥年、六十六才のときに七月の十

qoyar― a tngn bolba:

_日 に天に昇 りたり。

チンギス・ ハーンの逝去後、モンゴル軍は、ハーンの「黄金の遺体」 (altan

k∝世 )を馬車にのせてモンゴル高原の生誕の地を目指 した。ムナンのクーブル

(Mun― a―yin kё ge―ber)に ついたとき、車軸が泥沼にはまり、五色の駿馬たち

で牽いても動かず、あまね く大国が悲しみにおちいったとき、スニ ト部のギル
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グダイ・バー トルがかの有名な挽歌 を霊前でよみあげた (LubsangdanJin

1990:126-127)。 この挽歌については数種の和訳がある。ここでは原山爆氏の

訳 (1995:78-80)を 引用するが、誤訳と思われる部分はそのつど指示する。モ

ンゴルの葬送儀ネL、 チンギス・ハーン祭祀の起源を考えるうえできわめて重要

であるため、あえて全文を呈示する。

蒼き永生の上天より、運命にて生まれたる駿馬のごとき我が主よ。

あまねき大国をなげうちて至れり君は。

貴き部族を安らけく建てたる君の政治よ。

崇貴なるみずからの更生に到達せる君が国よ。

生まれさせたる君の后妃御子よ。

生まれたる「 (大いなる)地」1、 水、かしこにあり。

美しくも建てたまえる君の国よ。

課税して建てたる君の国よ。

親愛なる君の后妃御子よ。

君の黄金の宮殿、かしこにあり。

巧みに建てたまえる君の政治よ。

会いたまえる妃たちと御子たち2君があまたの国よ。

君の一族、かしこにあり。

君が成長する国よ3。

君が沐浴したまいし水、雪よ。

君が多 くのモンゴルの民よ。

オノンのデリグン・ ボルダクに生まれたる君の地水、かしこにあり。

茶褐色の4種馬のたてがみにて編みてつくりたる君の憲施 (旗)よ 。

君の太鼓、ラッパ、笛よ。

語る君のあまねき黎民よ。

ケルレンのクデー・アラル、ハーン位に即した地5、 かしこにあり。

成就の前に会いたまえる君の妃、ブルテルジン=セチェンよ。

1原山は「ハーン、君の地水」としている (原山 1995:78)。
2原山は「曇み経略したまいし」としている (原山 1995178)。
3原山は「降国の黎民 (庶民)よ 」としている (原山 1995:79)。
4原山は「広野の」としている (原山 1995:79)。
5原山は「ケルレンの草原、アルラン=ハンの住みたまいし君の地」としている(原山 1995:79)。
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幸ある「 (大いなる)地」、君の故郷よ6

ボオルチュとムハリ、二人の君の親しき友よ。

全き君の大政礼、かしこにあり。

神力によりて会いたまえる君の妃、ホランよ。

君の胡琴、胡筋、楽器よ。

君のあまねき大国よ。

幸ある「 (大いなる)地」7、 かしこにあり。

ハラグナ山を暖かしとして、

妃グルベルジンを美しとして、帰属せるタングー トの民を多しとて、

古きモンゴルを捨てたまうや君よ。

我が主上よ、惜じむべき君が黄金の命を出さば、

玉宝のごとき君が遺骸をとりて帰らん。

君が妃ブルテルジンに見せばや。

君があまねき邦民に贈らばや。

挽歌の朗頌が功を奏したのか、馬車がふたたび動きだした。「あまねく人びと
ハン●イケ●ガジャル

が安堵し大いなる地、かしこに届けた」(qamuγ ulus bayasqulang―tu bolbai.

qan yeke γaJar― a tende kurgebei) と2ら る (LubsangdanJin 1990:127)。  記

述はさらにつづき、遺体埋葬の地と祭殿についても述べている(LubsangdanJin

1990:127-128)。

Qamuγ―un mё ngke ktir(kegur)tendeこe ttsこ u:

あまねく「永遠なる霊柩」はかしこから生成し、

Qan Jayisang―ud―un tulγ―a bottu:
ハン、宰相たちの鼎足となった。

Qamuγ  ulus―url sittigen boluγad:

全邦民の守護神となり、

Qalnuγ―un rnёngke qadasun Naiman Caγ an Ger b01bai― J― a・ :・

全 (帝国)の永遠なる支柱たる八白宮になった。

Eien endeこ eeこ ikui― tur baγarγan Jarliγ  b01uγsan―u siltalγ abar

主は故郷から出師したときに、途中 (ム ナン山で)仰せられたことから、

6原山は「ボラクト=ハ ン、君の地水、遊牧地よ」としている (原山 1995:79)。
7原山は「フトクト=ハーン、君の地水」としている (原山 1995:79)。
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Edtige duγ ar qasaγ  terge buluこinegen sigedbei:

この度馬車の車軸が陥没した。

Eng yeke ulus― tu qudal tungqaγ  ё帥

大いなる全帝国に虚偽なる知らせを広げ、

Ernusugsenこamこa.orgilge ger.oriyasun oyimasun― i tende ongγ ulaba:

着ていたシャツ、宮帳、はいていた靴下をその地にまつらせた。

Unen kegur―i inu Jariln― ud lBurqan γaldun― a―tur ongγ ulaba gekil:

真の遺体は、ある者はブルハン・ ガル ドンに埋めたという。

JariFn―ud Altai Qan― u aru―tu:Kentei Qan― u ebur― tu yeke ёdeg

別のある者は、アルタイ0ハ ンの北、ヘンティ・ハン山の南にあるイケ・ウデク

Neretti γゴar― a ongγulaba gekti buyu.

という名の地に埋めたという。

以上にあげた『モンゴル秘史』と『黄金史』の記述を要約すれば、つぎのよ

うになろう。

チンギス・ハーンは一三二六 (丙戌)年秋に西夏征服に出発し、冬にアルブ

ハ (Arbuq― a)でクランの巻狩で落馬し、チョールハ ト にoγurqad)に駐屯し

た。一三二七 (丁亥)年七月十二日に、六十六才で昇天する。「黄金の遺体」(altan

kegtir)を北へはこぶ途中、ムナン山のクーブルという地で泥沼にはまり、葬列

に参カロした人びとを悲しませた。ギルグダイ・バー トルが挽歌をよみあげたこ

とでふたたび動きだしたが、それは大ハーンが生前にムナン山あたりを称賛し
ハン●イケ●ガジャル

たことが原因ではないか。一同は「黄金の遺体」を「大いなる地」(qan yeke

γttar)す なわち歴代祖先が眠る地に届け、埋葬した。

つづいて、「永遠なる霊柩」(mёngke keg世)も 発案され、あまねく国ぐにの

守護神 (situgen)た る八白宮 (Naimanこ aγan Ger)と いう祭殿が誕生した。

ムナンのクーブルにはシャツ、宮帳 (ёEtte ger)、 靴下などをまつらせた

(ongγulaba)。「真の遺体」enen kettr)す なわち「黄金の遺体」(altan kettr)

は、アルタイ山の南、ヘンティ山の1いこ埋葬したということである。

従来から、上の記述をめぐってさまざまな説が出されてきた。以下では、一

九九〇年代に入って以来、主として内モンゴルのモンゴル人研究者たちの新し

い説を紹介し、私自身の考えを明示する。
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1.2 モンゴル人研究者の新説

周知のとおり、『モンゴル秘史』はモンゴル語を漢字音写した書物である。上

記チンギス・ハーンが落馬したとされるアルブハは、「阿児不合」、チョールハ

トは「捌斡児合賜」と表記されている。従来、諸研究者はこの二つの地名につい

てとくにこまかい特定作業をしなかった。エルデンタイとアルダジャブはその

校注本のなかで、「現在のアルブス山か」と(Eldengtei&Ardゴab 1986:882)

と示唆しただけにとどまっている。

1.2.1 ナ 0バ トジャラガルの説

先鞭をうったのは、内モンゴル社会科学院の言語学者、オルドス地域オ トク

旗出身のナ 0バ トジャラガル (BatuJirγ al,Na)氏である。ナ・バ トジャラガ

ル氏は 1990年に『内蒙古社会科学』 (蒙文版)に論文をのせ、つぎのような見

解をあきらかにした。

ナ・バ トジャラガル氏は地名を分析するとき、まず十二世紀のモンゴル語の

言語学的特徴を考慮しなければならないと主張した。十三世紀においては、語

頭、語中の子音 bの あとには o、 uがつくのが一般的で、「阿児不合」は当然

Arbuq― aと つづるべきである。現在 Arbas、 Arbaγ と発音することばでも、十

一世糸己には Arbus、 Arbuγ としていたという (Batttirγ a1 1990:42-43)。

私はナ・バ トジャラガル氏の説は正しく、かつ一般的にもみとめられている

理論に合致した観点であるとみている。言語学者の指摘したとおり、オルドス・

モンゴル語は非常に保守的で (Mostaert 1937:10)、 「『モンゴル秘史』時代の

モンゴル語」の特徴をもつ方言として認知されている。実際、1740年代に描か

れた『オルドス七旗地図』には、アルブス山をArbusと表記している(Mostaert

1956)。

アルブスとはアルブハスの複数形であるとしたうえで、ナ・バトジャラガル

氏はまた「棚斡児合賜」をこoγurqadと っづり、これを洞窟、石窟を意味する

こOγurγ―aの複数形であるとした。つまり、こoγurqadと は「多数の洞窟」(olan

こoγuluγdaγsan aγuyis)の 意味であるという (Batttirγ a1 1990:43-47)。

さらにナ・バ トジャラガル氏は、ペルシアの歴史家ラシード・ウッディンの

『集史』のなかに登場するこnqun―talan一 qこdttkと いう地名は、現在では

Ongγun Tal― a―yin Qudduγ (「オンゴン平野の井戸」の意)あ るいはOngγun

Dalan Qudduγ (「オンゴンの七十の井戸」の意)と つづるべきだと主張した
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(Batttirγ a1 1990:48-50)。 『集史』ではチンギス・ハーンは西夏征服途中に

この地で夢をみて、死期の到来を感知したとある (拉施特 1986:318)。

最後に、チンギス・ハーンの行軍路線を考証するかたちで、ナ・バ トジャラ

ガル氏はつぎのように結論づけている。つまり、一三二五年冬、チンギス・ハー

ンはモンゴル高原の根拠地をあとにして、ムナン山を通過した。アルブハ山中
で巻狩中に落馬し、チョールハ トでしばらく療養した。その後そこからオンゴ

ン 0タ ライン・ ホドクヘ進軍したところで夢による死兆を感じ、昇天した。ア
ルブハとは現在のオル ドス北西部のアルブス山、チョールハ トはアルジャイ石

窟 (百眼窟、写真 1)、 オンゴン・タライン0ホ ドクはアルジャイ石窟の南東約
二十キロメー トルにあるオロン・ ノホイン0ホ ドク (百眼井、写真 2)である
としている (Batttirγ a1 1990:4853)。

オ トク旗で生まれ育ち、現地の一山一水を詳しく把握している研究者である
だけに、ナ 0バ トジャラガル氏の説は興味深い。オル ドス北西部のアルブス山
は広いといえど、もし「棚斡児合1易」を「多数の洞窟」、qttdikを「井戸」と解
するならば、それぞれがアルジャイ石窟 (百眼窟)、 オロン・ノハイン・ホドク

(百眼井)に あたることは、疑いの余地がないことになる。それら以外に該当
する場所が他にないからである。

写真 1 アルジャイ石窟遠望。平らな草原に石窟のある紅岩山だけが突出している。
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写真2 オロン・ノホイン・ホドク。モンゴル語では「たくさんの犬の井戸」との

意味で、その昔チンギス・ハーンの猟犬のために掘つた井戸だと伝承さ

れている。南北に流れる尻無し河の河床に約八十の井戸が並ぶ。中国の

考古学者は漢代のものと見ている。一部の井戸は現在も使われている。

1.2.2 オ トゴン氏の学説

内モンゴルの研究者オ トゴン (Odγ on)氏 は 1991年に『内蒙古社会科学』に

「ムナン山におけるチンギス・ハーン」 (Cinggis Qaγan Munan Aγ ulan― du)

と題する論文を発表した。オ トゴン氏はまず『モンゴル秘史』の地名「阿児不

合」をArbus山 と特定したナ・バ トジャラガル氏の説を全面的に支持したうえ

で (Odγ on 1991:47)、 チンギス・ハーンがアルブス山へ進軍する前に滞在し

たムナン・ホシュー、遺体をはこぶ馬車がはまったムナン山のクーブルという

地点について考察した。

『黄金史』第 266節 には、チンギス・ハーンが西夏征服に向かう途中にムナ

ン・ホシューをとおったとき、「崩壊した王朝が再興し、太平の世の基盤となり、

老いた鹿の隠遁の地だ」 (ebderegsen tё ru一dur qorγulaltai:engke tё ru tur

otoγ laltai:ё teku buγ u ёtegleltei)と のことばを述べ、ムナン山の風景にみと

れた(Lubsangdattin 1990:122)。 オ トゴン氏によると、『黄金史』のムナン・
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ホシューという地名は、現在 もムナン山の西麓にあるという。ホシューとは

「嘴」、「山脈の突端」を意味し、ムナン山脈の西部を「ムナン・ ホシュー」と

する呼称は、十三世紀から現在に至るまで、まったく変わっていないと主張し

た (Odγ on 1991:45-46)。

オ トゴン氏によると、クーブル (kёgebur)と は泥沼があり、紅柳などの潅木

が生い茂る湿地帯のことであるという。夏は蚊虫が多 く、人畜近寄 りがたいが、

冬は暖かく、遊牧民はそのような地帯を冬営地として利用する。ムナン山の南

北両側にこのようなクーブル地帯が多いという。ムナン山の地理的特徴を分析

したうえで、オ トゴン氏はつぎのように推察している。

一三二六年秋、チンギス・ハーンは行軍をはじめ、西夏に近いムナン山麓の

クーブル地帯で越冬した。大量の戦馬を携えたモンゴル軍にとっては、当然の

戦略的な選択である。その後一三二七年春に黄河を南へ渡ってアルブス山に

入った、ということである (Odγ on 1991:45-46)。

では、西夏征服後に「黄金の遺体」をはこぶ馬車が泥にはまったとされるム

ナン山のクーブルとは具体的にどこにあったのだろうか。

『黄金史』にあるギルグダイ・バー トルがよみあげた挽歌に「ハルグナ・ハ

ン山 (Qariγ un―a Qan)を暖かしとして、妃グルベルジン (Qatun Gtirbettin)

を美しとて、帰属せるタングー トの民を多しとして、古きモンゴルを捨てたま

うや君よ」との一句 (Lubsangdattin 1990:127)が ある。オ トゴン氏はこの
一旬に注目している。ここでみられるハルグナ・ハン山と妃グルベルジンはた

だ単に頭韻をあわせた表現ではない。あまねく国ぐにが悲しみにおちいったと

きにそんな余裕はなく、ハルグナ・ハン山が馬車が動かなくなった地点ではな
いか、とみている (Odγon 1991:48-49)。

ムナン山の西部、クンデレン河 (kёndelen)あ たりでムナン山とハルグナ・
ハン山という二つの山が合流する。地理学的にはハルグナ・ハン山はムナン山

脈の一支脈であるが、モンゴル人はこれらを二つの山脈 として認識している。
クンデレン河の西はムナン山、東はハルグナ・ハン山である。前年にチンギス・
ハーンがムナン山、ハルグナ・ハン山で越冬して、ハルグナ山の暖かさを知っ

ていることから、「ハルグナ・ハン山を暖かしとして」との表現があらわれた。
クンデレン河周辺は大規模な湿地帯で、「黄金の遺体」をのせた馬車は、このあ
たりではまったのではないか、との説である (Odγ on 1991:48-49)。
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1.2.3 ナ・バ トジャラガル氏とオ トゴン氏説の影響

オルドス・モンゴル族は古 くから学問をこのみ、歴史著述に熱心である。そ

のためか、モンゴルの数多い年代記の著者も、オルドス部出身が大半を占める。

このような伝統は今でもかわらない。

アルブス山を現在漢字では阿爾巴斯と書き、一時は新聞やラジオ、テレビで

もArbasと発音していた。一九八六年に出版された『内蒙古自治区地名誌・伊

克昭盟分冊』では、アルバス (Arbas)と は豹を意味するイルビス (irbis)の 変

音であるとしている (内蒙古自治区地名委員会 1986:358)。 しかし、この説

はモンゴル人のあいだでは否定的にうけとめられてきた。民間において誰もオ

ルドスゴヒ西部の山をイルビスとよばないからである。ナ 0バ トジャラガル氏の

説が発表されてから、もはや「豹の山」としてのアルブス山ではなく、『モンゴ

ル秘史』に由来し、由緒ある歴史の名勝であるとの見方が強まっている。『モン

ゴル秘史』に登場する地名は多数あるが、アルブス (阿児不合)山 とチョール

ホト (棚斡児合↑易)は普通の地名ではない。チンギス・ハーンの最後の活動を銘

記した記念碑的な名称である、と理解されている。

それだけではない。ムナン・ ホシュー (ム ナン 0ク ーブル)やアルブス山中

でのチンギス・ハーンの活動やその死は、直接オルドス・モンゴルという部族

の形成にかかわっているからである。

オルドとは宮帳や祭殿を意味する。遊牧社会において、君主の死後に生前の

宮帳が祭殿に変身する伝統がある。モンゴルも例外ではない。オルドスはオル

ドの複数形で、チンギス・ハーンとその一族を対象とする数多い祭殿群を指す。

これらの祭殿群の祭祀活動を七百数十年間にわたって運営、維持してきたのは、

オル ドス・モンゴル部である (楊  1995;1998)。 換言すれば、オルドス・モンゴ

ル部はチンギス・ハーンの死を契機に、祭殿群の成立とともに形成された集団で

ある。このように、ムナン・ホシューやアルブス山に注目をつづけることは、す

なわち自分たちの由来と形成過程に関心を示すのと同じだ、ということである。

つづいて、チンギス・ハーンの祭殿がいかに創出されたかに関する新しい説

を紹介しよう。

1.2.4 ケシクトクトホ氏の説

ナ・バ トジャラガル氏とオ トゴン氏の研究をうけて、北京中央民族大学のケ

シクトクトホ (Kesigtoγ taqu)教授は、チンギス・ハーンの逝去にともなって

出現した埋葬地、記念施設オンゴン (ongγun)に関する学説を公表した。ケシ
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クトクトホ氏は一九九九年に『内蒙古社会科学』に発表した「<チ ンギス・ハー

ン挽歌>と チンギス・ハーンの二つのオンゴン」と題する論文のなかで、チン

ギス・ハーンを対象としたオンゴンは三つあったと主張した (Kesigtoγ taqu

1999:28-45)。 それは以下三つのオンゴンである。

1.記念祭殿 :Durasqal― ur1 0ngγun

2.守護神殿 :Sittten Ongγ un

3.陵  墓 :こindar―un Ongγ url

上記「二つのオンゴン」という概念は、いずれもケシクトクトホ氏が『黄金

史』収録の「チンギス・ハーン挽歌」を基本資料として分析し、抽出したもの

である。従来から一部の歴史研究家は、挽歌の表現に懐疑的な態度をとってき

たが、一般的にモンゴルの年代記には文学的な表現と歴史記述とが同時に存在
するという特徴があり、疑うよりもむしろ真剣に再検討した方がよいと主張し

た。つまり、たとえ「チンギス・ハーン挽歌」は文学的な作品であっても、そ

れにはモンゴル固有の風俗習慣や当時の歴史が反映されているということであ

る (Kesigtoγ taqu 1999:28-45)。

チンギス・ハーンの祭殿八白宮の成立、埋葬地などを考察するには、まずモ

ンゴルの葬送儀礼の分析から着手しなければならない、とケシクトクトホ氏は

強調している。そこで、近年各地 (各部族)から出版された民族誌をもとに、
ケシクトクトホ氏は葬送儀ネLの以下のプロセスに注目している (Kesigtoγ taqu

1999:30)。

モンゴルにおいて、野辺送 りの際に遺体をはこぶ家畜や車は、予定地に到着

する前に途中でとまってはいけないとされる。もしとまったらその地を埋葬地
としなければならない。チンギス・ハーンの遺体をのせた馬車が泥沼にはまっ
たとき、モンゴル軍に大きな悲しみが生じたのはまちがいない。普通の人なら

継桑品を話封 111ユ認鴻鼻ζttYここ
=爾

よゝ。●
モンゴル古来の伝統とときの政治判断が衝突したのである。スニ ト部のギルグ

ダイ・バー トルは、全モンゴルの悲しみの気持ちを挽歌にこめていたにちがい

ない (Kesigtoγ taqu 1999:30)。

実際に、なんらかの原因で遺体をはこぶ家畜や車が途中でとまらぎるを得ず、
それでも遺族が前進するならば、死者が生前につかっていたものや金銭類をと
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まった地に残さなければならない (Sonom&sOdnamdotti 1991:196)。 ケ

シクトクトホ氏はこの風習にも注目している。チンギス 0ハーンの遺体をはこ

ぶ馬車が動かなくなったとき、シャツや宮帳、靴下などを埋めるしかなかろう。

遺品を残しただけで、「ハーンの遺体も埋めた」という「虚偽なる知らせ」を広

げたのではないか。ここで、ムナンのクーブルという地で、遺品をまつった「記

念祭殿」 (Durasqal― un Ongγlln)が誕生する (Kesigtoγ taqu 1999:30)。 ム

ナンのクーブルで泥沼にはまったこと以外、モンゴル軍の葬列はとまることな
ハン●イケ●ガジャル

く、まっすぐチンギス・ハーンの歴代祖先が眠る「大いなる地」に向かったに

ちがいない。一時的にとまらぎるを得なかった地には、モンゴルの伝統にのつ

とって、「記念祭殿」が出現したとの説である。

ムナン山の山麓からオノン河のほとりのブルハン・ ガルドンまで、直線距離

にして約一千キロメー トルはある。五色の駿馬が牽 く馬車の速度を一日五十キ

ロとしよう。昼夜強行軍しても、ゆうに十五日間はかかる。

ケシクトクトホ氏はさらに「qamuγ―un―mёngke keg世」という表現を分析

したうえ、「永遠なる遺体」 (mёngke ke」r)を ブルハン・ガルドン山の「大い

なる地」に埋葬し、その遺体埋葬地は当然陵墓 (こindar― ur1 0ngγ un)と なる。

同時に、チンギス・ハーン崇拝を目的とする守護神殿 (Sittilgen Ongγ
罪》ジ金

自

宮)も成立した。つまり陵墓と守護神殿 (八 白宮)は二つとも「大いなる地」

において成立したという (Kesigtoγ taqu 1999:32)。

守護神殿 (八 白宮)はモンゴル高原のブルハン・ ガルドンで成立した、と主

張した以上、のちになぜオルドス地域にうつったかをケシクトクトホ氏は説明

しなければならない。『集史』では、チンギス・ハーンが眠る「大禁地」をウリ

ヤンハ ト部が守つているとしている (拉施特 1986:321-323)。 『アルタン・ハ

ン伝』には、一五四四年にアルタン・ハンがウリヤンハンに出征し、八白宮を

ウリヤンハン部のマンハイ・シギジン (Mangqai sigttin)に 守らせたという (珠

栄唄 1991:213)。 ケシクトクトホ氏は上記二つの記録をむすびつけて、アル

タン・ハンのときのマンハイ・ シギジンは『集史』に登場する「森林ウリヤン

ハイ」の子孫であるかもしれないと推測している (Kesigtoγ taqu 1999:35)。

ケシクトクトホ氏は年代記を整理した結果、一三六八年から一四二五年のあ

いだ、チンギス Dハーンの祭殿八白宮に関する記録は、年代記にないという。

一四二六年から一六三四年までは記録がみられる。おそらく一三六八年あたり

から約百年のあいだ、八白宮はモンゴル高原のどこかにあった。のちにモンゴ

ルの政治勢力の南下にともない、モンゴル高原をはなれてゴビ南部にうつった。
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十五世紀のダヤン・ハーンのときから右翼のジノンが八白宮祭祀を主宰するよ

うになるが、いつオルドス地域に入ったかは不明である、という(Kesigtoγ taqu

1999:35)。

以上三つの埋葬、記念施設オンゴンであるが、ケシクトクトホ氏の結論はつ

ぎのようになっている。

第一、ムナンのクーブルにあった「記念祭殿」 (Durasqal― ur1 0ngγlln)は 、

モンゴル固有のシャマニズムの伝統にもとづいて創られたものである。そこに

は若干の遺品があり、祭殿 も秘密のものではなかった。後日、その祭祀活動は

途絶えた (Kesigtoγ taqu 1999:43)。

第二、「守護神殿」 (Sittigen Ongγ un)すなわち八白宮は、公開的な存在で、

全モンゴルの崇拝をあつめていた。八白宮はハーンもしくはジノンに追随し、

各地に駐営した (Kesigtoγ taqu 1999:43)。

第二、陵墓 Cindar― un ongγlln)は秘密の存在で、「大いなる地」(qan yeke

γttar)に あり、その具体的な場所は決して人びとに知らされるものではなかっ

た (Kesigtoγ taqu 1999:43)。

1.2.5 ケシクトクトホ氏説の問題点

チンギス・ハーンを対象とした埋葬、祭祀施設オンゴンは、三つあったとい

うケシクトクトホ氏の仮説に、私も基本的に同意するが、氏の説はさらなる補

足が必要であろう。以下では、ケシクトクトホ氏の説に依拠し、仮に三つのオ

ンゴンが存在したという前提で議論をすすめる。

ここでふたたびモンゴルの葬送儀礼に視点を向けてみよう。モンゴルには、こ

の世を去っていく人の鼻にラクダの毛 (u7buγ、ラクダの額の上の毛)を おき、

「最後の息」を毛にとめておく習慣がある。子孫たちは息が宿る毛を守護神とし

てまつる(Narasun 1989:341)。 チンギス・ハーン祭殿八白宮にもこのような

ラクダの毛が保存され、神聖視されていた。研究者のなかには、八白宮のラクダ

の毛はチンギス・ハーンの息を宿 らせたものではないかと示唆する人 もいる

(Narasur1 1989:341;Qurこ a 1992a:99-109)。 ラクダの毛だけでなく、八

白宮には弓矢、鞍、馬乳酒の桶などさまざまな遺品が保存されている。また、

八自宮の起源については、チンギス・ハーンの遺体をはこんだ馬車が泥沼に

はまった場所に、祭殿が成立したという伝説がオル ドスにある (Sayittirγ al&
Saraldai 1983:3-5)。

チンギス・ハーンとその一族が生前に使っていた遺品や、チンギス・ハーンの
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死去と葬送に関わるラクダの毛が保存されていたこと、チンギス・ハーンー族

の祖先祭祀 (楊 1996)が古 くから機能していたことから考えれば、八自宮は

ケシクトクトホ氏の主張する「記念祭殿」 (Durasqal― llr1 0ngγun)と 共通した

特徴をおびているといえよう。

まず、「記念祭殿」(Durasqal― lln Ongγun)を みてみよう。ムナン山のクーブ

ルあたり、すなわち馬車がはまった場所に、何らかの記念施設は一時的に存在

したと考える方が、モンゴルの葬送儀礼の伝統に合致する。非常時であり、秘

密を厳守するため、「虚偽なる知らせ」(qudaltangqaγ )を暫時広げたことも不

思議ではない。

つぎに、陵墓 (こindar―lln Ongγun)の存在である。後世の年代記ははっきり

と書いているし、歴代祖先が眠る「大いなる地」にあるのは明白なことである。

いわゆる「虚偽なる知らせ」もさほど長 くはもたない。

第二、「守護神殿」 (Sittten ongγ lln)の成立についての説も正しい。『黄金

史』にある「ハンや宰相たちの鼎足となった」というのは、側近や高官らの子

孫を祭祀者集団に編成したことをいっているのではないか。この記述は、八白

宮の祭祀者グルハ ト (Darqad)は 現在もチンギス・ハーンの側近や大臣らに由

来する系譜をもち、親衛軍ケシクの子孫と自称することと一致する。

ケシクトクトホ氏の仮説の問題点を指摘しておきたい。それは論文の後半に

おいて、「陵墓オンゴン」と「守護神殿」 (Si■gen ongγ un)と を混同している

ことである。『集史』のウリヤンハン部が守つていたのは、「守護神殿」ではな

く、陵墓 Cindar― un ongγuFl)の方である。ウリヤンハン部は「守護神殿」あ
るいは八白宮とはあまり直接的なむすびつきがないはずである。『アルタン・ハ

ン伝』にみられるマンハイ・ シギジンは、おそらくアルタン 0ハ ンによってあ

らたに祭祀者ダルハトに任命された人物であろう。祭祀者集団グルハトは、万

世不変の組織ではない。歴代のハーンたちによって度々再編されていた。そう

したなかで、ウリヤンハン部の人が加わっても不思議ではない。

三つの埋葬、祭祀施設オンゴンの相互関係をみてみよう。陵墓 Cindar― tln

Ongγtm)は、ブルハン・ガルドン山の「大いなる地」にあり、秘密の存在であっ

たことにはまったく異論はない。のこりの二つのオンゴン、すなわち「記念祭

殿」と「守護神殿」は、かなり早い段階で合併されて、八自宮になったのでは

ないかと私は想像している。そのように考える根拠は二つある。

第一、八白宮の移転から考える。八自宮は清代に入ってから、ジュンフン旗

(現エジン・ ホロー旗)領内でまつるようになった。清代以前は、黄河のほと
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りに建つワンギンジョー (イ ケ・ ジョー、広慧寺)と いう寺の近 くにあった。

ワンギンジョー周辺は八白宮の主宰者ジノンの駐営地でもあった。

ワンギンジョー寺の近 くでかなり長いあいだまつられていたが、さらにそれ

以前の古い時代は、オルドス北西部のアルブス山中にあったと伝えられている

(Narasun&Vangこ uγ  1998:3)。

清代以前の北元時代に八白宮がアルブス山中に駐営し、まつられていたとい

う伝承は、アルブス山中におけるチンギス・ハーンの最後の活動地、ムナン山

クーブルにあったかもしれない「記念祭殿」 (Durasqal― un Ongγ un)と 無関係

であるとはいいきれない。「八白宮はオルドス地域からでてはならない」という

固い信仰がある。モンゴル最後の大ハーン、リクダン・ハーンが八白宮を移動

させたから、北元が後金国にほろぼされたという見方も、オルドス・モンゴル

族のあいだでは一般的である。一九二九年に日本軍の手に八自宮が落ちないよ

うにするため、甘粛省に移動させたときも、オルドス・モンゴル族に大きな衝

撃を与えた (Sayittirγ al&Saraldai 1983:347-375)。 これも「八白宮はオ

ルドスをはなれない」という信仰を示すものである。

第二、オルドス0モ ンゴルの形成から考える。元朝が中原から撤退したあと、

オルドス地域すなわち漢文でいう河套にモンゴル人はいなくなったと多 くの歴

史研究家が主張する。これらの歴史研究家は、例外なく十五世紀からのモンゴ

ル諸部の「入套」に重点をおき、それによって河套におけるオルドス・ モンゴ

ル部の出現をさぐろうとする (陳  1989:58-65)。

このような研究は根本的にみなおす必要がある。明が成立したあとに、最初

から黄河以南の地に興味がなく、「河套」のはるか南部に今にのこる明長城を築

いている。もし、河套にモンゴルがいなくなっていたら、それこそ秦の始皇帝

にならって、黄河以北に長城をつくった方が防衛上にも合理的ではなかったか。

元が中原をはなれたあとも、河套すなわちオルドス地域でモンゴル族がずっと

遊牧していたから、明はオルドス地域の南部に防衛ラインをひくしかなかった。

周知のとおり、オル ドス西部はタングー ト (西夏)の故地であり、タングー

ト人もたくさん居住していたにち力ヽ なゝい。モンゴルに征服されたあと、これ

らのタングー ト人はどこへ行ったのであろう。Fモ ンゴル秘史』第 268節では、

チンギス・ハーンの妃の一人、イェスゥイ 0ハ トンにタングー トの遺民を多 く

分配したとある (Eldengtei&Ardttab 1986:890)。 その後タングー トの遺

民は、モンゴルの「タングー ト部」(Tangγud Oboγ)になったのであろう。森

川氏の研究では北元のとき、タングー ト部はウラト部 とともにオルドス万戸十
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ニオ トクのうち右翼六オ トクのひとつであった(森川 1973:32-60)。 かれら

はまたチンギス・ハーンの祭殿八白宮に一定の義務 (alba)を負っていたのを《金

書》が示している(Rintchen 1959:91-92:楊  1998:127-128)。 和田清氏は、

一六世紀後半のころ、ノヤングラ・ ジノンの息子バイサンホル・ ランタイジは

タングー ト部とシブーチン部を統率し、甘州からオル ドス北西部にかけて遊牧

していたことをつきとめている (和田 1959:741)。 清朝が成立したとき、タ

ングー ト部はオルドスの右翼中旗 (オ トク)に編入された。現在でも、オ トク

旗西部には大勢のタングー ト部 (Tangγud Oboγ)の人びとが居住している。

おそくとも一六世紀ころからオルドス地域にタングー ト部がひんぱんに登場

していることから、私は西夏滅亡後にその遺民が多少将官たちに分配されても、

基本的にもとの国土から動かなかったのではないかとみている。もちろん、北

元の混乱期には、多くの集団が河套に進出し、再編をくりかえしていたことも

否定できない。またオルドス部も青海や中央アジアの トクマクまで遠征したこ

とがある。オル ドス部の広範囲にわたる活動とそのなかにタングー ト部が編入

されたこととは矛盾しない。

以上を総括すると、私はモンゴル高原東部のチンギス・ハーンの故郷で設置

された「守護神殿」は、非常に早い時期にムナン山にあった「記念祭殿」と合

流して、八白宮になったのではないかと想像する。八白宮はさらに黄河以南の

アルブス山に入る。八白宮祭祀を運営し、維持する祭祀者集団はタングートの

遺民も受け入れ、さまざまな集団と接触し再編成をくりかえしながらも、オル

ドス地域を拠点とすることは変わらずに今日に至ると推測している。

二、考古学資料の発見 とその解釈

オルドスの地名が『モンゴル秘史』にも登場し、かつチンギス・ハーンの活

動と関連していることに、オルドス 0モ ンゴル人は誇 りをもってきた。そのう

えで近年、アルブス山中のアルジャイ石窟 い可ai A7ui)が 学術研究上注目さ

れるようになるにつれ、チンギス・ハーンとオルドスの結びつきは一層強まっ

た。具体的には、石窟内の「チンギス・ハーンと妃、子息たちをまつる絵」、「モ

ンゴルの葬送図」という二つの壁画の解釈に集約されている。

私は一九九九年十二月にアルジャイ石窟を訪れ、絵画を観察し、地元の考古

学者、年代史研究家および周辺住民にインタビューをおこなった。以下では、

彼らの見解を紹介する。
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2.1 アルジャイ石窟の概況

アルジャイ石窟は、オトク後旗の政府所在地ウラーンバラガスから北西ヘー

三〇キロメートルはなれた、オルドス北西部オトク後旗アルブス郷の北に位置

する。およそ北緯三十九.七、東経百七.三の地点にある。現地の人びとはこの

地を「アルジャイ 0ウ ラーン0ウ ス」(Aゴai Ulaγ an Usu)、 アルジャイ・ウリ

ヤス(Attai Uliyasu)、 アルジャイ・アグイ(Attai Aγui)な どとよぶ(Qaserdeni

他 1997:1-2)。 アルジャイとは、モンゴル語で「つきでた」、「突出した」と

の意味である。確かに石窟のある紅岩は、平らな地帯に突如として隆起し、数

十キロはなれたところからでもみえる (写真 1)。

石窟のある山の南をチャハル・ゴル (こaqar一 un γool、 「チャハルの河」の意)

という尻無し河が流れる。地元オ トク後旗の歴史研究家リンチンドルジは、『い

にしえの王統を記した歴史』 (Dttπ―″

“

″″~α働 物―ι %″〃―′ b効慶′π

″源の という年代記 (内モンゴル社会科学院蔵)や民間伝承にもとづいて研究

し、アルジャイ石窟の寺院は、一六三二年にリクダン0ハ ーンがオルドスを通っ

て 青海 にすすむ際 に破壊 された とみている (Rinこ indorJi&Batttirγ al

1998:229-240)。 そのとき、一部のチャハル人がオルドスに居残ったことから、

チャハルという地名があらわれた。私も現地でチャハルに出自をもつという人

びとに出あった。

オ トク後旗文物管理所所長バ トジャラガル氏は、歴史研究家リンチンドルジ

氏 との共編書『オ トク旗文物誌』のなかで、アルジャイ石窟に対する調査史を

つぎのように述べている。

内モンゴルの考古学者は、一九五六年からアルジャイ石窟の存在に注意をは

らっていた。その後、一九八九年から一九九〇年にかけて、内モンゴル社会科

学院、中央民族大学、内モンゴル大学、内モンゴル師範大学らが合同調査をお

こなった。このような調査は一九九二年に再開され、当時の関心は主としてウ

イグル文字モンゴル文榜題に集中していた (Rinこ indotti&Batttirγal 1998:

189-190)。 その成果の一環として、一九九七年に『アルジャイ石窟回鵠蒙古文

榜題研究』

“

物 ′α″グリ勿 の物 Z昭駒α bグζ4″sクリ物 s%滋励′)と いう

大作が、遼寧民族出版社より上梓されている (Qaserdeni他  1997)。

バ トジャラガル氏によると、アルジャイ石窟群には合計六十五窟があるとい

う。そのうち比較的大きい石窟が四十三窟、倒壊もしくは沙に埋もれているの

が十八窟、途中まで掘った未完成のものが四窟ある。これらの石窟のなかでもっ
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とも古いのは北魏のときのもので、山西省大同雲聞石窟の一号、二号窟と同じ

形式で、いわゆる「雲商式窟」だとしている(Rinこ indotti&Batttirγal 1998:

192;196)。

北魏からはじまり、西 夏 時代を経て、モンゴルの元時代の石窟にバ トジャラ

ガル氏は注目している。バ トジャラガル氏によると、元のとき、仏教を尊崇し

ながら同時にチンギス・ハーン個人を崇拝する風潮が社会全体に強まった。ア

ルジャイ石窟の場合は、寺院と石窟の造営をすすめる一方、チンギス・ハーン

角兵?地
でまつるようになったのだろうという。全体的にみれば、元の石窟は

西夏のものより小さくなっている。ウイグル文字モンゴル文 (写真 3、 図 1)

は敦爆莫高窟の文字よりも古 く、モンゴル語、モンゴル文字研究に新たに貢献

する資料であるという (Rinこ indotti&Batttirγ a1 1998:200-224)。

写真 3 アルジャイ石窟内のウイグル文字モンゴル文。
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8日 目 日 を =H目
日 麦

図 1 写真 3のウイグル文字モンゴル文の転写。

QaSerdeni他著 4物′α″わ物 の物 %θ翻 Jヽわκむc磁ッ物 協滋滋′

(p189-191)よ り。

2.2 「チンギス・ハーンとその妃たち、子息たちをまつる絵」

考古学者のバ トジャラガル氏は、先に述べた言語学者ナ・バ トジャラガル氏

の阿児不合をアルブス山、棚斡児合l13を アルジャイ石窟 (百眼窟)、 オンゴン・

タライン・ ホドクをオロン・ ノハイン・ ホドク (百眼井)と する説を全面的に

支持している(Rittindotti&BatuJirγa1 1998:21卜 220)。 そのうえで、上記
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ルジャイ石窟内に「チンギス・ハーンとその妃たち、子息たちをまつる絵」が

描 かれた とい う仮 説 をだ して い る (Rittindotti&Batttirγ a1 1998:

220-223)。

ここでその問題の絵 (写真 4)を みてみよう。バ トジャラガル氏は著書のな

かで、絵 は第二十一号窟にあると書いている (Rinこ indOtti&BatuJirγ al

1998:209)。 一九九九年十二月に私を現地へ案内した際は、第二十八号窟だと

説明していた。石窟は何回も調査されており、そのつど番号づけが問題 となっ

ていたことは、研究者たちもみとめており(Qaserdeni他  1997:5)、 今だに統
一されていないようである。

「チンギス・ハーンとその妃たち、子息たちをまつる絵」について、バ トジャ

ラガル氏はつぎのように解説している。

絵は第二十一号窟 (あ るいは二十八号窟 ?)の入回の左側 (入 口に向かった

ときは右側)にあり、百二十センチメー トル×五十センチメー トルの範囲内で

百以上の人間が描かれている。アルジャイ石窟のなかで、もっとも人物画の多
い石窟であるという。絵は四つの部分からなる (Rinこ indOtti&BatuJirγ al

1998:209-211)。

第一部分 :白い台座のうえにすわる八人を描いている。すべて礼服をまとい、

女性は尖った帽子 (gtikul malaγai)をかぶる。八人の前には供卓があり、動物

の丸煮がささげられている。この八人は、左から二人目はチンギス・ハーンで、
その右側にボルテ妃、左側にイェスゲイ妃とクラン妃が描かれている。息子た

ちはジョチ、チャガダイ、ォゴタイ、 トルイで、計八人である。

第二部分 :台座の右下にあり、一人の女性が約二十人 くらいのネ団長をきた人物
とともにいる。この女性はおそらく西夏征服に同行したイェスゥィ妃であろう。

第二部分 :台座の右側にある。なかには自馬をひいた人物がおり、中央台座
のうえのノヽ人をおがんでいる。

第四部分 :台座の左下にあり、礼服をきた二十数人が描かれている。人物た

ちの表情は非常にゆたかであるという。

この絵が「チンギス・ハーンとその妃たち、子息たちをまつる絵」だとする

説を強 く支持しているのは、オ トク旗出身の人類学者ホルチャバー トル氏であ
る。ホルチャバートル氏は、アルジャイ石窟の絵と、八白宮内でまつられてき

た絵 (写真 5)と の類似に注目している (Qurこ abaγ atur 1999:lo4-106)。 両

者の類似性に賛同する見方は、現在のオル ドス 0モ ンゴル人の共通の見解を代
表していることになる。
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写真 5 八白宮内に保存されている「チンギス・ハーンとブルデゲルジン妃、四

弟及び四子Jと 題する絵。Narasun他編εれ
"お

σα′η―π ηα′Zαηどα′π

θrれより。

私は、絵が元朝時代のものであるという説に賛成する。ただし、絵の主題に

ついてはかならずしも「チンギス・ハーンとその妃たち、子息たちをまつる」

ことを描いているとは思わない。おそらく一種の トイ (toyi)と いう宴会の風景

であろう。参カロ者がまとっているのはジスンというネL服であろう。

2.3 「モンゴルの葬送図」

「モンゴルの葬送図Jと する絵 (写真 6)は第二十号窟内にある。バ トジャ

ラガル氏はその著書のなかで第三十一号窟としているが、私に提供してくれた

写真のうらには第二十号窟とかいてある。この壁画は神寵の右側にあり、五十

センチメー トル×百センチメー トルの大きさである。

バ トジャラガル氏はつぎのように説明している。二つの白い天幕の左側に寺

がひとつ建つ。寺の左側に四角い墓穴があり、そのなかに遺体がひとつ横たわ

る。黒 く描いた遺体のまわりに自鳥が四羽いる。墓穴の右側には木棺があり、

木棺のうらに二人が立つ。そのうちの二人は僧で、一人はモンゴルの縁つきの
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写真 6 「モンゴルの葬送図Jと いう壁画 (写真提供―巴図吉日嘆拉)



帽子をかぶる。木棺は二つの板を三つの金具でとめてできており、木の年輪も

くっきりと分かるよう|こ 描かれている (Rinこ indorJi&Batttirγ al 1998:

207-208)。

うえに述べた壁画をバ トジャラガル氏は、『草木子』にある元代の葬送儀礼に

関する記録 とむすびつけている (Rinこ indoゴi&Batttirγ al 1998:208)。

『草木子』は元未明初の文人葉子奇の随筆集である。『草木子・巻之三下・雑

制篇』にはつぎのような文がある (葉子奇 1959:60)。

歴代送終之礼。…… (中略)元朝官裏、用杭木二片、撃空其中、類人形

小大合為棺。置遺体其中、加係漆畢、則以黄金為圏、三圏定。送至其直

北園寝之地深埋之、則用高馬蹴平。倹草青方解厳、則己漫同平波、無復

考誌遺跡。豊復有発掘暴露之患哉。…… (以下略)。

以上の記述をつぎのように要約できよう。本を二つに割って中身を掘 りだし、

人間の大きさに合わせて棺にする。遺体を収めてから漆で密封し金具で定める。

そのあとは北の園寝の地に届けて深 く埋め、高馬を墓のうえから通して踏ませ

る。春になって厳守を解いたときはすでにあとかたもなくなっているという。

葉子奇はこのように述べ、中国歴代皇帝のぜいたくをきわめた葬制を批判し、

元の皇帝の風習を評価している。

木をくりぬき、そのなかに遺体をおさめる葬送儀礼は、北アジアの諸民族の

あいだで広 くみられる。シャマニズムにおいても、自鳥は重要な存在である(ハ

ルヴァ 1991:271-293:423-424)。 アルジャイ石窟は仏教施設であるが、壁画

の一部がシャマニズム的な葬送を題材にしていることに私も異論はない。

問題の壁画を別の角度からでも解釈できる余地がある。

まず、壁画にある二つの天幕は、天窓 (toγon―a)が尖った力
:詐

ちをしている。

この種の天幕は十三世紀のヨーロッパ人旅行家の報告にも「頸のついた天幕」

として登場する (ル ブルク 1989:138)。 一部の研究者は、二十世紀まで中央

アジアのノガイ人らが維持していた天幕も上端が尖ったかたちをしていたこと

に注目し、この種の天幕をより古い形態であるとみている。古い形態の天幕を

思わせるのがオルドスの八自宮である(Andrews 1999:3-30)。 壁画に描かれ

ている天幕も同じく古い形態に属すといえよう。

つぎに、二つの天幕の右側にたつ建築物に注目したい。壁画の建築物は、内

モンゴル自治区赤峰地区バーリン (巴林)左旗内にある遼代祖州城内の石室 (石
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写真 7 祖州城遺跡内に立つ契丹時代の石室。正面に天幕の骨組ハナの彫刻が見
える。

房子)と 酷似 している (写真 7)。 石室について、中国契丹女真遼金史学会副秘

書長、赤峰民族師専の田広林教授の分析は興味深い。

田広林氏は『契丹礼俗考論』という著作のなかで、遼の帝王陵について述べ

たとき、『遼史・地理志・祖州』を引用し、考古学資料とあわせて考察している。
それによると、遼太祖が眠る祖陵の奉陵邑としての祖州城内に今に伝わる石室

建築がひとつある。高さ三.五メー トル、長さ六.七メー トルに幅四.八メー

トルの石室は東に向いている。石室の外側には天幕の骨組み (qan a)が彫られ
ている。おそらくこれは竃麿の象徴であろう。これだけではない。1991年には

遼の懐陵を発掘したところ、祖州城内の石室と同じような石惇が発見されてい

る。田広林氏は、石室は契丹皇帝の祖先祭祀と密接な関係がある、と指摘して
いる (田  1996:9497)。

石室内には当時、おそらく遼太祖の白金鋳像がおかれ、まつられていただろ

う、 と田広林氏は示唆 している (田  1996:9697)。 1999年 2月 に国立民族学

博物館科学研究費補助金による調査団 (団長 松原正毅教授)の一員 として祖

州城遺跡を訪れたとき、現地の考古学者のなかには、石室を遺体安置所ではな
いかと説明する人 もいた。祖先祭祀の神殿であろうと、遺体安置所であろうと、
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図2 契丹時代の本製惇室。田広林著『契丹礼俗考論』110頁より。

石室を強固な天幕として理解していたかもしれない。天幕をかたどつた石室は、

契丹の遊牧民としての本来の出自を端的に表しているといえよう。

田広林氏はさらにいう。契丹貴族の惇室には、殿堂式木製小帳が一般的であっ

たことをうらづける考古学資料があるという(図 2)。 図をみるかぎり、契丹の

殿堂式停室は、アルジャイ石窟内の「葬送図」の天幕近 くの固定建築と似てい

る点が顕著である。

一般の契丹人の葬礼はどのようなものであったかについても、考古学者の知

識を拝借しよう。田広林氏は、『隋書・契丹伝』、『旧唐書・北狭伝・契丹』、南

宋使者桜釧の『政塊集・北行日録』などの記録を分析し、契丹における樹上葬

の風習を整理している。そのうえで、フルンバイル盟陳巴爾虎旗西鳥珠爾蘇木

内の「西鳥珠爾独木棺墓葬」を樹木の年輪測定の結果、契丹時代のものと断定

している(田  1996:85-94)。 田広林氏はこれによって、初期の契丹において、

樹上葬が一般的で、のちに独木棺葬など多種多様な葬制へと変化したと結論じ

ている (田  1996:94)。

以上、契丹の葬送儀礼を参考にすれば、アルジャイ石窟内の「葬送図」をつ

ぎのように解説できよう。
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第一 :遺体 と木棺をみるかぎり、『草木子』の記録だけでなく、契丹やその他

の北方民族の葬送とも共通した要素がみられる。

第二 :固定建築は惇室かあるいは祖先祭祀の神殿であろうが、その壁に天幕

の骨組みを描いていることから、遊牧民が主人公であったことはたしかであろ

う。

第二 :壁画に付随する文字説明、あるいは壁画のある石窟内から文書類が見
つからないかぎり、それをただちに「モンゴルの葬送図」とする結論は慎重さ

に欠けているのではないか。たしかに壁画の風景は『草木子』の記録と驚 くほ

ど一致している。私からみれば、壁画の風景は契丹の葬送儀礼を思わせる点も

多い。『草木子』の著者葉子奇は元末明初の人で、かれ自身が元の葬送をみたか

どうかも不明である。元朝歴代皇帝の葬送に漢人官僚の立会いは許されなかっ

たため、記録は伝間の域を超えない。葉子奇の情報は契丹出自をもつ者から聞
いた可能性もある。言語的、文化的にモンゴルと共通するところの多い契丹人
の風習も、葉子奇からみればすべて元の習慣であったかもしれない。

2.4 チンギス・ハーンはアルプス山中に眠る?

以上数人の学説を紹介してきたが、これらの学説をさらにふくらませ、チン

ギス・ハーンはアルブス山中に埋葬されたのではないかとの仮説をうちだした

のは、ドイツ在住のオル ドス地域オ トク旗出身の人類学者ホルチャバー トル氏
である。

ホルチャバー トル氏は、オルドス・モンゴル語の語彙、言語表現は中世の『モ

ンゴル秘史』時代の特徴を多 く維持しているという。『モンゴル秘史』にみられ

るさまざまな祭祀儀ネLは、そのままオルドス・モンゴル社会にいきている。『モ

ンゴル秘史』時代の文化的特徴は、オル ドス・モンゴル族の文化に大いに残っ
ているという (Qurこ abaγatur 1999:10)。 ことにオル ドス・モンゴルの祭祀
文化の歴史は、アルジャイ石窟文化 と密接に関連すると主張している (Qurこ

abaγ attlr 1999:5-8)。

『モンゴル秘史』に登場する「阿児不合」はアルブス山で、『集史』のオンゴ

ン・ タライン・ ホドクはォロン・ノホイン・ ホドク (百眼井)に あたるという

従来の説に、ホルチャバー トル氏 も賛同 している (Qurこ abaγ atur 1999:
87-92)。

ホルチャバー トル氏はさらに年代記の記述 とアルジャイ石窟の壁画を根拠
に、ブルハン・ガル ドンにチンギス・ ハーンを埋葬したとの旧説に反対し、ム
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ナン山かアルブス山中にチンギス・ハーンの永眠の地があるはずだと主張した

(Qurこ abaγ atur 1999:108)。 つまり「真の遺体」仙nen keginr)は ムナン山

かアルブス山中に埋葬され、遺体の一部か「最後の息」を宿 らせた守護神

(sitiigen)類 をモンゴル高原東部の生まれ故郷にもちかえった。そのため、あ

まねく人びとに「虚偽なる知らせ」が広がった。換言すれば、「虚偽なる知らせ」

とは、「アルタイ山の北、ヘンティ山の南に埋葬した」ことを指すとの仮説であ

る (Qurこ abaγ atur 1999:107-108)。

ホルチャバー トル氏の説は、従来の諸説を発展させたというより、いままで

の研究者たちがいおうとしていたことを大胆に公表したということである。と

きを同じくして一九九九年秋、オ トク旗の歴史研究家リンチンドルジ氏と考古

学者のバ トジヤラガル氏は連名で、『オルドス日報』 (モ ンゴル語版・漢文版)

に文章を掲載し、チンギス・ハーンはアルブス山中に埋葬されたとの立場を鮮

明にした。私の手元にかれらの文章はないが、かれらの文章をよんだオルドス・

モンゴル人は多かつた。私はいたるところで両氏の仮説に関する感想を求めら

れた。今や民間において、チンギス・ハーンはアルブス山中に埋葬されたとい

う見方は、仮説の範疇をこえて信仰と化しつつある。以下では、そのような新

たな信仰の具体的な表象について述べたい。

三、ス ゥルデと馬乳酒 に託 した願い

オルドス西部のアルブス山は普通の山ではなく、チンギス・ハーン昇天の地

であり、永眠の場所であるかもしれないと信じる人びとにとつて、チンギス・

ハーンゆかりの文化をいかに創出するかは、きわめて重要な問題である。かれ

らにとつて、これは「創出」というよりも、「事実を具体化した」にすぎない。

本章では、オルドス地域の西部に成立した「スゥルデ村」と、およそ四十年ぶ

りに復活した馬乳酒祭に焦点をあて、現代のモンゴル人がチンギス・ハーンを

どのように理解しているかを検証する。

3.1 歴史を集約したスゥルデ村

銀川市こといにしえの缶 雪の都興慶府から東へ約八十八キロ
4T、 学

すす

み、黄河と長城を超えてオルドス高原の西部に入ったところに、「部爾多斯第一

マti:閾 踪 鰺 認 放 Lゝttlttt子 1繹 竃
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写真 8 チンギス・ハーンの生まれ故郷、オノン河に向って立つ「ォルドス第一門」。
観光客|こオルドス・モンゴルの歌と踊りを披露中 (写真提供―賽音吉雅)。

写真 9 スゥルデ村の風景。真中はチンギス・ハーンの軍神「黒いスゥルデ」である。
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がたつ地名は、ブラク・ソム (Bulaγ Sulnu)の トゥベ ト・ガチャー (Tёbed γa

こiγ―a)である。トゥベ トすなわちチベットの僧が建てたとされる寒寺がひっそ

りとたつ。

3.1.1 スゥルデとは何か

ここでまずスゥルデとは何かを説明しておかなければならない。スゥルデと

は人間の魂、超自然的な威力が宿る神器 (sur sulde)、 守護神である。モンゴル

には古 くから三種類のスゥルデがあり、いずれもオルドス・ モンゴルによって

維持されてきた。具体的には以下の二つである。

ハラ・スゥルデ (qar―a sulde)す なわち「黒いスゥルデ」は、チンギス0ハ ー

ンの軍神とされる。黒いスゥルデは、チンギス・ハーンが生前に自らその祭祀

を主宰し、犠牲をささげていたという。チンギス・ハーンの逝去後は、かれの

万戸長のひとり、ムホライ (ム カリ)の子孫たちが祭祀をうけついだと伝承さ

れている。後世において、黒いスゥルデは、チンギス・ハーンの祭殿八白宮と

ともに、オル ドス 0モ ンゴルの「五百戸の黄色いグルハ ト」と称する祭祀者集

団にまつられるようになった (SayinJirγ al&も araldai 1983:280-286)。 黒

は力強さ、威力を代表する。

チャガン・スゥルデ (こaγan sulde)す なわち「白いスゥルデ」は、モンゴル

帝国の国家の象徴である。一二〇六年に、テムジンが大ハーンの位に即し、チ

ンギス・ハーンの称号を与えられたときにも、白いスゥルデをたてたとモンゴ

ルの年代記が記録している。白いスゥルデはつねに大ハーンに追随し、大ハー

ンの駐営地にたつ。一六三四年にモンゴル最後の大ハニン、リクダン・ハーンが

青海の地で逝去したあと、白いスゥルデはオル ドス地域でまつられるように

なった (楊 1999b:135-212)。 白は、「白い骨」という優越クランを意味する。

第二のスゥルデは、アラク・スゥルデ (alaγ sulde)と いう。アラクとは「ま

だら」の意味である。アラク・スゥルデは、「軍の威力、力強さを象徴する黒と、

高貴な出自を意味する自とを集約させた」スゥルデである。アラク・スゥルデ

は一九五六年までオ トク旗ナンソ寺の近 くでまつられていたが、その後、エジ

ン・ ホロー旗にある八白宮内に収納され、祭祀も中断されたままであった (楊

2000)。 私は一九九六年にオ トク旗を訪れ、アラク・スゥルデについて調査を実

施した。そのときの成果を「モンゴルにおけるアラク・スゥルデの祭祀につい

て」という一文にまとめた (楊 2000)。

以上、三つのスゥルデにはそれぞれ独自の祭祀活動がある。十二年に一度、
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辰年もしくは寅年にはさらに大規模な血祭がおこなわれる。上記三種のスゥル

デの他、オル ドス・モンゴル族の各家庭にもそれぞれスゥルデがある。現在で

は各家庭のスゥルデにはチベット語の経文もかざられるが、新しい現象にすぎ

ない。本来はスゥルデのみであった。

3.1.2 「部爾多斯第一門」内のスゥルデ

うえに述べたように、スゥルデはモンゴル族の精神構造を代表する神器であ
る。この三種類のスゥルデはそれぞれ異なる場所にあり、各個人がまつるスゥ
ルデ (キ モリ)の形態もさまざまである。多種多様なスゥルデを―ヶ所に集め
たのが「讐「爾多斯蘇勒徳文化旅遊村」 (以下「スゥルデ村」と略す)である。
「スゥルデ村」はその名称からも分かるように、少数民族の文化開発と観光
(旅遊)発展の名目で設置されたものである。一九九六年に計画がはじまり、

一九九七年四月に起工し、翌一九九八年春に竣工した。総費用は人民元三百万元
であつた。先頭にたって企画し、運営しているのはケレイト部 (Keriyed ObOγ )

のサインジヤ (Sayiゴ iyaγ―a、 二〇oo年現在四十二才、写真 10)氏 である。

写真10 スゥルデ村を経営するケレイト・サィンジヤ (賽音吉雅)氏。
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ケレイト部は十三世紀ころにチンギス・ハーンと覇者をあらそった大部族であ

る。現在のオルドス・モンゴルにはケレイトを氏族 (oboγ)と名のる人が多い。

サインジヤ氏の正式の肩書きは、「中国共産党オ トク前旗党委員会宣伝部長」で

ある。

一九九〇年代に入ると、改革開放政策の実施にともない、民族文化の復興も

さけてとおれない課題のひとつとなった。サインジヤ氏をはじめとするオ トク

前旗党委員会宣伝部などが建設した「スゥルデ村」は、スウルデの文化を復活

させることを第一の目標 としながら、社会主義市場経済政策も導入し、その経

済収益も当然視野に入れている。「スゥルデ村」は隣接する銀川市に駐在所を設

置し、積極的に銀川や、蘭州からの観光客を誘致している。

「スゥルデ村」では、伝統的な民族衣装をまとったスタッフによる「モンゴ

ル舞踊と歌」、相撲、競馬、弓射の披露がおこなわれている。それ以上にスタッ

フたちは、「スウルデ村」に貫徹されているモンゴルの歴史を熱心に解説する。

具

Ttttwャ 露 訓 褥 多薪第―F5」 lま その高渤 汁 二 〇六メー

トルとなっている。これは一二〇六年にテムジンが大ハーンの位に即したこと

にちなんでいる。また、この第一門はチンギス・ハーンの故郷、オルドスから

東北にあたるオノン河とブルハン・ ガルドン山に向いている。モンゴル族の歴

史とかかわりの深いオノン河とブルハン・ ガルドン山は神聖な存在とされてい

るからである。

直径一〇八メートルの円形陣地内に九×九計八十一本のスゥルデがある。陣

地の北には高さ十三メー トルの旗が三本ひるがえっている。九と十二はモンゴ

ル族にとつて神聖な数字である。「スゥルデ村」のすべての設備は九か十二で統

一されている。円形陣地は天の象徴であり、拝天思想のあらわれである。

円形陣地内の中心にチンギス・ハーンの軍神とされる「黒いスゥルデ」がた

つ。黒いスゥルデの東側にモンゴル帝国の象徴たる「白いスゥルデ」、西側には

「アラク・ スゥルデ」がそれぞれそびえたつ。この三本以外は、ィルドス各地

の代表的なスゥルデか、著名人のスゥルデである。なかにはモンゴル族ではな

いが、オルドス史研究家として知られる陳育寧 (現銀川市長)のスゥルデとさ

れるものもある。

サインジヤ氏は地元の作曲家と共同で、「スウルデの歌」を創作した。「スウ

ルデ村」の九十九人 (九十人はモンゴル人で、九人は漢族)のスタッフたちは

毎日朝礼の一環として、スゥルデの下で「スゥルデの歌」を合唱する。サイン
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ジヤ氏はまた、スゥルデを象ったマークを中国国家工商総局において商標登録

をおこなった。

3.2 アラク・スゥルデの血祭の復活

チンギス・ハーンー族の守護神アラク・ スゥルデは、一九五六年までオ トク

旗でまつられていた。チンギス・ハーンの祭殿八白宮、チンギス・ハーンの軍

神「黒いスゥルデ」についで、大規模な祭祀活動がおこなわれていた。アラク・

スゥルデの祭祀者たちは、八白宮や「黒いスゥルデ」の祭祀者たちと同様に、

免税の特権をもつグルハ トであった。祭祀者たちはモンゴル帝国時代の軍事組

織名に由来する爵位をもっていた。

アラク・ スゥルデには、季節ごとの四つの大祭があった。十二年に一度の寅

二F舞 [1::|::iil`:lilノ 辟 5Fill:::   祗 轟 1%
だ」とも伝承されている。血祭のときにはオルドス七旗、アラシャン部、ウラ

ト部のジャサク 体L薩克)も しくはその王位継承人が参列する。チンギス・ハー

ンの直系子孫たちは、積極的にアラク・ スゥルデの祭祀にかかわっていた (楊

2000)。 祭祀のときには、「モンゴルの歴史」とされる祈薦文が唱えられる。伝

承では、昔スゥルデの血祭には生きた人間を犠牲にしていたというが、現在は

黒いヤギを代用している(写真 11、 12、 13、 14)。 このようにスゥルデの祭祀は、

モンゴルとしての精神を全面的に演出し、参加した人びとはモンゴルとしての

アイデンティティを再確認するのである。

ところが、一九五六年にエジン・ホロー旗で政府主導の固定建築の「チンギ

ス・ハーン陵」が完成した。「八つの白い天幕」からなる祭殿八白宮はこの固定

建築のなかに収納されることになった。同時に、アラク・ スゥルデをはじめ、

オルドス各地にあったさまざまなスゥルデも「文物収集」の名目で、「チンギス・

ハーン陵」にあつめられた。このような収集作業をすすめた目的のひとつは、

モンゴル族からスゥルデを引きはなすことにあった。つまり、モンゴル族を「社

会主義大家庭内の一員」に改造するためには、モンゴルとしての歴史を凝縮し

たスゥルデの存在、スゥルデ祭祀の運営は許されなかったのである。このよう

な背景から、アラク・ スゥルデはモンゴル族からとりあげられた。

政治改革も少しずつすすんだ一九九八年は寅年だった。サインジヤ氏を部長

とするオ トク前旗党委員会は、「チンギス・ハーンのアラク・スゥルデを迎える

委員会」をつくり、アラク・ スゥルデをふたたびオ トク旗に返還するよう上級
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写真11 復活されたアラク・スゥルデの血祭の一風景。

矢で射殺する、という演出が展開されている

まず「不吉な黒いヤギ」を弓

(写真提供―賽音吉雅)。

写真12 復活されたアラク0ス ゥルデの血祭の一風景。弓矢で射たあとさらに剣

で刺すというパフォーマンス (写真提供―賽音吉雅 )。
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酬岬 :

写真13 復活されたアラク・スゥルデの血祭の一風景。黒いヤギの胃袋に血と酒

を入れて供物「血」を用意する祭祀者 (写真提供―賽音吉雅)。

写真14 復活されたアラク 0ス ゥルデの血祭の一風景。血祭の最後にモンゴル人

男性たちは騎馬で巻狩に出陣する。狩ってきた「灰色の獣」とよぶ野ウ

サギをスゥルデに捧げる (写真提供―賽音吉雅)。
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機関に申請した。一度収集された文物は返還できないとの返事だったが、一時

的にオ トク旗に返還し、血祭を挙行することだけは許可された。

一九九八 (戌寅)年陰暦十一月一日、サインジヤ部長自らオ トク前旗政府、

オトク前旗とオ トク後旗四万人のモンゴル族を代表して、アラク・スゥルデの

元祭祀者たちとともに八白宮を訪れた。八白宮の前でアラク・スゥルデを「故

郷に招請する儀式」がおこなわれた (写真 15)。

十一月二日、アラク・スゥルデは八白宮をたち、四十二年ぶりにオ トク旗へ

向かった。アラク・スゥルデはトラックにのせられ、数十人のモンゴル人男性

が騎馬で護衛した。一同はウーシン旗経由でゆっくりと西へすすんだ。途中の

モンゴル族は総出でスゥルデを出迎えた(写真 16)。 なかには、ヒツジの丸煮を

用意して捧げる人もいた。夜十時、アラク・スゥルデは一九五六年までまつら

れていたマル ト郷に到着した。

翌十一月三日、盛大な血祭がおこなわれた。血祭のときには九×九計八十一

のヒツジの丸煮が捧げられることになっていたが、一九九八年の血祭時に献上

されたヒツジの丸煮は実に三百体に達していたという (写真 17)。

写真15 アラク・スゥルデを故郷に招請するために八白宮を訪れたオトク旗のモ

ンゴル族 (写真提供―賽音吉雅)。
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写真16 アラク・スゥルデの帰郷を馬上で出迎えるモンゴルの男たち (写真提供

―賽音吉雅)。

写真17 -九五六年までにまつられていた場所にふたたび立ったアラク・スゥル

デ。スゥルデにはヒツジの丸煮が捧げられた (写真提供―賽音吉雅)。
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「国家の文物」であるアラク・ スゥルデは、数日後八白宮にはこばなければ

ならない。しかし、オ トク旗のモンゴル族によって複製されたアラク・ スゥル

デは「生まれかわって」(qubilγan bottu)、 もとの場所でふたたびまつられるこ

とになった。観光地を自認する「スゥルデ村」にも分身としてのアラク・ スゥ

ルデ、黒いスゥルデ、白いスゥルデがたつ。モンゴル族はこれらのスゥルデを

複製だとは認識していない。オルドスのアルブス山はチンギス・ハーンが生涯

最後の日々をおくった地域であり、この地にチンギス・ハーンの三本のスゥル

デがたつのは当然のことで、その祭祀活動を運営し、末永 く維持するのは、自

分たちの使命であるとオル ドス・モンゴル族は考えている。

3.3 「アルプス山に九×九の馬乳を捧げよう」

―一四十年.ミミリに復活した馬乳酒祭

オル ドスでは一般牧民の家庭でおこなわれる馬乳酒祭をジュラク(Julaγ )、 チ

ンギス・ハーンの祭殿八自宮の馬乳酒祭をエスギン・タキラガ (esug― m takilγ

―a)と いう。一般牧民の家庭 と八白宮との名称のちがいが、馬乳酒祭の二つの

側面をあらわしている。

3.3.1 馬乳酒祭の二つの側面

一般の牧民家庭でおこなわれるジュラク、あるいはウナガン・ ジュラク

(llnaγ an Julaγ )、 ウナガン・バヤル (urlaγ an bayar)と いう馬乳酒祭は、牧

畜作業上協力関係 (saγ aqaltu)に ある近隣同士が共同で主催する。時期的には

長 く厳しい冬と仔畜の出産など苦労の多い春がすぎた初夏のころをえらぶ。冬

と春のあいだに経験した苦労をねぎらい、天と地、チンギス・ハーンに新しい

乳製品を捧げるのが目的とされる。儀礼のときに必ず男性が搾乳を担当し、「褐

色の高きもの」(borll ttndtir)と いう桶から馬乳をすくって天にふりまく。競馬、

相撲、弓射 といった競技もおこなわれる (Bむ ittirγal 1989:144-145)。 この

ような馬乳酒祭はいわばたくさんの仔畜をかちとった喜びをあらわす「豊作祝

い」であり、一種の「繁栄祈願」を目的とした牧畜儀礼であると以前から指摘

されている (Qurこabilig 1992b:284)。 また最近では、モンゴルの馬乳酒祭の

搾乳儀礼は牝馬にとっての通過儀礼的な側面もあるとの研究が上梓されている

(小長谷 1991:623-624)。

ところがオルドスでは、ジュラクという馬乳酒祭は、一九五六年ころから全

面的に禁止された。このような政治的な措置がとられた背景には、馬乳酒祭に
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は政治的な色彩もあったからであろう。その政治的な色彩がとくに濃厚なのは、

八白宮の馬乳酒祭である。

チンギス・ハーンの祭殿八白宮でおこなわれる馬孝L酒祭は、「白い群れ祭」、

「夏の湖の大祭」な どとも表現 され る (SayinJirγ al&もaraldai 1983:

118-119)。 この儀礼は、元朝のときにフビライ・ハーンが勅命で決めた八自宮の

「四季大宴」のひとつと位置づけられている(Sayittirγ al&も araldai 1983:

118-119)。

八自宮祭祀の理論的指針書『十善福白史』はフビライ・ハーンが著し、後世に

オルドス部のホトクタイ・ セチェン・ ホン・ タイジが編集したとされる。この

『十善福自史』は、馬乳酒祭についてつぎのように述べている。「春末のウール

ジン (月 )すなわち龍月の二十一日は、チンギス・ハーンが九十九頭の牝馬を

つなぎ、自い乳をふりまいたことから、春の 〈白い群れ祭〉をその日におこな

う」 (qabur― un eこtils ёgeUin luu Sarayin qorin nigen― eこinggis Qaγ an yeren

yisun gegud一 iyen uy巾 こaγan saこuli―ban saこuγsan― iyar qaburun こaγan

sunt― tin qoriln―i tere edur uiledku:)と ある (Liu JinSu0 1981:87)。  つま

り「四季大宴」のひとつである馬乳酒祭は、その音チンギス・ハーンもとりお

こなっていたことに由来するが、後世の八白宮ではチンギス・ハーンも馬乳を

享受する対象となっている。

春季の馬乳酒大祭には、全モンゴルが義務 (alba)を 負い、全モンゴルの各部

族が参加しなければならなかった。八自宮の儀礼を詳細に記録した『金書』

(4肋%膨どな)に は、十五世紀ころのモンゴルの六大万戸集団が馬乳酒祭に負

うべき義務を明記している(楊 1998:99)。 六大万戸集団が消え、清朝時代に

入ったあとも、各部・各盟の参加は欠かせなかった (Sayiゴirγal&もaraldai

1983:119)。

八白宮の馬乳酒祭のとき、馬乳をふりまく儀ネLがある。この儀ネLは、モンゴ

ルの右翼三万戸の長たるジノンが率先して、チンギス・ハーンー族の直系子孫

たちのみによっておこなわれる。『金書』はこのときの馬乳をふりまいて捧げる

対象を記している(Rintchen 1959:54-58:楊  1998:103-105)。 その対象は

「永遠なる蒼天」 (kёke mёngke tngri)、「母なるエ トゥゲン」 (e■gen eke)、

「大地と水」 (qan γゴar uSun)、 星宿や月、太陽などシャマニズムの宇宙観を

構成する存在である。また、チンギス・ハーンが転戦し、モンゴルの歴史上の

聖地とされるアルタイ山、ハンガイ山、ジェルメン山、アルブス山なども馬乳

酒の献上対象となっている。
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このように、六大万戸集団が一堂に会し、ジノン自らが天と地、モンゴル史

の聖地とチンギス・ハーンに馬乳酒を捧げる祭祀の政治的な目的は、民族の統

合を訴える行為以外にない。馬乳酒祭の政治的な性質が社会主義の性質とあい

対立し、禁止の結果をまねいたのであろう。

3.3.2 四十年ぶりの馬乳酒祭

「アルブス山に九×九 (八十一)の馬乳を捧げよう」という一句は、うえに

述べた八白宮の馬乳酒祭の祈薦文にある(Rintchen 1959:57;SayinJirγ al&
Saraldai 1983:152)。 自分たちの故郷にあるアルブス山は、モンゴル史上の聖

なる山のひとつであるとオルドス・モンゴル人は思っている。アルブス山には、

チンギス・ハーンの最後の足跡が残っており、ひょっとしたらチンギス・ハー

ンもこの地に永眠しているかもしれない。その神聖なアルブス山にふたたび馬

乳酒を捧げようと決意した人びとがあらわれた。先に述べたケレイト部のサイ

ンジヤ氏 とチャガンバーダイ氏がその代表である。私は一九九九年冬に二人に

インタビューした。

チャガンバーダイ氏Caγanbadai、 二〇〇〇年現在五十一才、写真18)は ウ
イグルチン部 (Oyiγ urこin oboγ )の出身で、アルブス山中のアルブス郷クグジ

ル ト・ ガチャー (Arbus sumリー
vin kё

Jiltu γaこiγ―a)に住む。チャガンバー

ダイ氏一家は一九六五年まで天幕で暮らし、遊牧生活をいとなんでいた。アル

ブス山とその周辺に四季それぞれの放牧地を所有していたが、政府の命令で冬

営地に固定家屋を建て、定住生活を強制されて現在にいたる。

一九五八年に人民公社が成立し、家畜が公有化される以前、チャガンバーダ

イ氏はウマ百頭 くらいとヒツジ (ヤ ギも含む)四百頭をもっていた。人民公社

時代は「ウマ専門戸」になっていた。本来、モンゴル人は五畜を同時に所有す

るのが一般的であるが、社会主義時代は五畜を種類別に分けて、それぞれ専門

放牧する方が進歩的とされていた。チャガンバーダイ氏は小さいときからウマ

が大好きなため、ヒツジ(ヤ ギ)や ウシ、ラクダをもてないことを苦にしなかっ

た。

改革開放政策の一環として、家畜が再度私有化されたのは一九八一年のこと

である。このとき、チャガンバーダイ氏にはわずか三頭のウマが配分された。

一九九六年、かれは馬群を百五十頭まで増やすことに成功する。そこで、念願

の馬乳酒祭も一九九六年から復活させた。

チャガンバーダイ氏に精神的、資金的に最大の援助をしたのは、オトク前旗
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共産党委員会宣伝部長のサインジヤ氏である。新聞やテレビなどをとおして広

く牧民の参加をよびかけ、馬乳をふりまく際の祈薦文も民俗学者から入手した。

かくして、ウナガン・ ジュラクという馬乳酒祭は、約四十年ぶりに「伝統的な

民族文化」として正式によみがえったのである (写真 19、 20)。 毎年陰暦五月五

日におこなわれる新しい馬乳酒祭は、西暦二〇〇〇年夏には第五回目を迎える。

競馬、相撲などすべて「伝統的」なしきたりにしたがっているという。

アルブス山にはチンギス0ハ ーンが西 夏征服のときに訪れており、アルジャ

イ石窟はチンギス・バーンが怪我をいやした場所である。あるいは、壁画がも

し真実を描いているならば、民族の偉大な英雄はアルブス山中に眠っているか

もしれない。聖なる山、聖なる大ハーンには、最高の供物である馬乳酒が欠か

せない。これが伝統文化としての馬乳酒祭を復活させた人びとの理解である。

写真18 馬乳酒祭を復活させた人物の一人、スゥルデの下に立つウイグルチン・

チャガンバーダイ氏。
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写真19

1織警警帯雫ギ
li

■
一団
「一燿
鮮

写真20 馬乳酒祭の一風景。参加者一同が天地とチンギス・ハーンに祈りを捧げ

る (写真提供―賽音吉雅)。
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四 おわ りに

以上、チンギス・ハーンに関する研究とそれに連動する文化復興運動につい

て、内モンゴル自治区の事例をあげて紹介してきた。研究者がつねに現場をあ

るき、民間から知識を吸収 し、その知識を体系化された学問として民間へ還元

する。民間も学術界の動向に注目しつづけ、研究の成果を積極的に文化復興に

活用している。このような社会全体の相互作用が確認できる。

内モンゴル自治区にかぎらず、国境を超えてモンゴル国でも同様の運動があ

る。モンゴル人民共和国から脱皮して「モンゴル国」となった現在、チンギス・

ハーンはふたたび民族統合のシンボルに復帰した。七十年間も空自がつづいた

ため、チンギス・ハーンに関する知識を人びとは飢えたように吸収しはじめた。

ヘンティ山の聖なる高峰ではチンギス・ ハーンを追悼する記念式典が催され、

大統領も出席した。首都ウランバー トルでは、大規模なチンギス・ハーン記念

堂の建設も計画中である。これらすべてに、内モンゴル自治区オルドス地域の

チンギス・ハーン祭殿の祭祀者たちが関与している。チンギス・ハーン祭殿の

祭祀者たちはモンゴルの歴代ハーンたちによって任命されており、チンギス・

ハーン祭祀をつかさどるもっとも権威ある正統な集団であり、かつもっともチ

ンギス・ハーンに関する知識をもつ人びとである、と認められているからであ

る。

そもそも諸外国とモンゴ″ とのあいだで、モンゴル研究の問題設定には大き

なちがいがあるのではないか。モンゴル以外の諸外国では、「モンゴル史研究」、

「モンゴル文化研究」といった領域をつくりあげてきた。これに対し、当のモ

ンゴルにおいては、「チンギス・ハーン研究」は大きなジャンルのひとつであり

つづけてきた。モンゴル族にとって、「チンギス・ハーン研究」はいわば「モン

ゴル研究」を集約したものである。あるいは、「チンギス・ハーン研究」という

広い範疇のなかでしか「モンゴル研究」という一分野が包含されない、という

認識が底流にあるかもしれない。

モンゴルにおける「チンギス・ハーン研究」は決して一個人に対する狭義的

な研究を意味しない。むしろ、歴史、文学、哲学を網羅した、時代的にも数百

年を上下する幅のある総合研究である。「チンギス・ハーン研究」に連動する文

化復興運動も、短絡的な民族主義運動には直結しない。人びとは長い歳月のな

かで培われてきた経験と知識に依拠し、ただ単に歴史の流れを享受しているに
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すぎない。

貴重な資料と情報を提供してくださったオ トク前旗の賽音吉雅氏、オ トク旗

の巴図吉日唄拉氏、仁欽道爾吉氏に心から感謝の意を表したい。論文に目をと

おしていただき、有益なコメントを頂戴した小長谷有紀・国立民族学博物館助

教授への感謝もしなければならない。なお、本論文のもととなった一部情報は

1999年 2月 に文部省科学研究費補助金による学術調査団 (団長・松原正毅・国

立民族学博物館教授)の一員として、内モンゴル自治区赤峰地区を訪れたとき

に入手したものである。
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